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「できている」項目数

外部評価

Ⅰ　運営理念

① 運営理念 ４項目 4

Ⅱ　生活空間づくり

分野 特記事項（※優先順位の高い要改善点について） ② 家庭的な生活環境づくり ４項目 4

Ⅰ ③ 心身の状態に合わせた生活空間づくり ６項目 6

運営理念 Ⅲ　ケアサービス

④ ケアマネジメント ７項目 5

Ⅱ ⑤ 介護の基本の実行 ８項目 8

生活空間づくり ⑥ 日常生活行為の支援 １０項目 10

⑦ 生活支援 ２項目 2

Ⅲ ⑧ 医療・健康支援 ９項目 8

ケアサービス ⑨ 地域生活 １項目 0

⑩ 家族との交流支援 １項目 1

Ⅳ　運営体制

Ⅳ ⑪ 内部の運営体制 １０項目 9

運営体制 ⑫ 情報・相談・苦情 ２項目 1

⑬ ホームと家族との交流 ３項目 2

⑭ ホームと地域との交流 ４項目 3

分野・領域 項目数

１.評価報告概要表

全体を通して（※このホームの優れている点、独自に工夫している点など）

旧役場（現在は市役所支所）のある地区の中心地、潮の香りとさとうきびの葉が風にざ
わめくゆったりとした時間が流れる環境の中、法人の運営する病院に隣接して平屋建
てのホームがある。管理者は就任からまだ間もないものの、チームケアを大切に考え、
情報伝達と共通認識に重きを置いてケアの資質向上に取り組んでいる様子がうかがえ
た。また、スタッフも入居者一人ひとりの個性を大切にしながらきめの細かいケアを行っ
ており、それは入居者の穏やかな表情からも感じ取ることができた。

運営理念は職員間で共有化され、また地域に広げる努力もなされてお
り、現時点で必要な改善点は見受けられない。（現状の維持、そして更な
る充実が期待される）

家庭的な雰囲気づくりがなされ、安全面にも配慮が行き届いている。館
内には島歌が流れ、静かな空間の中でのんびりと生活が営まれていて
改善の必要は見られない。（現状の維持、そして更なる充実が期待され
る）

毎日の小カンファレンスに加え、月１回全体ミーティングが開催され、郷
土風習にも配慮したケアにも取り組んでいる。また、ゆとりをもって個人
生活も営まれるように工夫している。食事、排泄等も個別のリズムを尊重
し、気持ちよく生活できるように職員一堂取り組んでいる。課題としては、
職員全員の応急処置への対応能力の向上や、入居者の積極的な地域
との交流機会づくりなども望まれる。

地域やご家族との交流・連携・協働の強化に向けた新たな取り組みをス
タッフ一丸となって始めたばかりである。今後、この取り組みの成果が表
れることを大きく期待したい。
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